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藤原（真）（ 講 ー502)

--------

---------- ----

［医用］【第4タ ーム］
光エ レ クトロニクス

藤原（真）（講 ー 502)

1 授 業 時 間 第 1 時 限 9: 0 0 -1 0 :3 0 2 赤字 は教室を示 し 、数字 はそれぞれ の 教室番号を示す。 3 科目の
第2 時 限 1 0 :4 0 -12: 1 0 

第3 時 限 13 : 0 0-14:3 0

第 4 時 阪 14:40-16: 1 0 

第 5時眼 16:20-1 7:5 0 

（ 講）は、 講義棟、 （情）は 、 情報科 学部棟、 「（ 再 ）」は 再屈修 ク ラス であ る ことを示す。
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（ 処 ）は、 情報処理実 習室、 （ 資 ）は、 芸術資料館 「（学）」は学 芸 員 資格取得関係科目である こと を

示す。（情 別 ）は 、 情報科 学部 別館
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卒 業 研究I• JI 

卒 業 研究I• JI 
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集中講義

（教）ト教部師 論

国際交流 演 習 I-N
松本

広島から の 平和 学

水本

（教）教育心理学
今江・丸山

（教）教育相談 論
今江

（教）教育方法 ・技術論
中野

（学）博物館 情報・メディア 論
津 田

（

粛

教）教育実 習 I 青木
・赤星

教育実 習lI 青木
・赤星

博物館 実 習 城市
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技術
各

文
学
書

科

作
長

成
法

プレゼン テーシ ョン技 法各
学科 長

〔知〕技術
学科

英語
長

演 習 II

注意事項

●は 「単
国位際

認

交定流
時

演

に

習

事
I

務
-N
局

」
が

の行履
う

修
。

登録

● 「日本語 11 」
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目
、外 国人 留 学生 対
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の 外 国語 であり、日本人
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って

。別
履

に

修
掲

す
示
る こ
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る

。
ク

ラス 分け表 に 従
●ドイ ツ 語 N、フランス語 訊 中国語

IV、ハン グル 1V、アラ ビ ア語 1V、ロシ
ア語N、イタ リ ア語 W、スペイン語
IV、 日本語 IV9年

は
度

、担
入

当
学

教
生
員も が

履
認

修

め

可た
。場合 は201

●象「日本語N 」は 、外 国 人留 学生 対
の 外 国語 科目であり、日本人 学

生
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修
表活
で
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ない

っ
」は
て
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る

。
ク

● 「教臓特
講 」は

不
開 講。

● A- Lは配属ク ラ ス。

●フランス語 、中国語 、ハ ングル 、アラ ビ
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国
育

●「英語応用 演 習 ll 」
履
は、

修
別 に掲示する

ク ラス 分け表 に 従って する こと。
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11 は 、2018年
度 2019年度入

学牛 は履修 できない 。

● 「
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表
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度

学
以

は
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履
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修
学
で

生
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用
な

の た め 2018年度入
生 い 。

従
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い 履
報

修
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学
る
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こ
礎
と。

実験 は、 ク ラス 分け に

●
降「光
入

情

エ
学

報
レ
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工ク
の

ト
学
ロみ

科
ニ

履
ク
開
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ス
設

可」

の 「電子物性 」
゜は 2016年度以

●佳「イ褪ン定ター ンシッ プ 」 の
が

履行 修
う。

登詳録
し
くは

は
、

単 時 に 事務局
シラ パスを 参照 の こ と。

●地域実 践 演 習 は 、通年科目の た め

後期から の 履修 はできない 。

-----------------
●再 履修 ク ラス は 、2015年度以前 入

学生用 の ク ラ ス の た め 、 2016年度入
学 生 は履修 できない 。

●

文
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と
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し
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て
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」

、
I
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「
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プ
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ョ
に

と

ン
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」

修 期 に 履修する こと。

●原 則と して 、同「技じ術展
修

英
期
語

に

演！習1I 」 は
「 卒 業 研究I 」と 履修する

こと 。

情報ネットワーク
高橋（健）
（講-605）
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